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Coherent phonon spectroscopy and control of phase change in Ge-

























を141fsとした場合ではフォノン周波数は元々の disorder棺の周波数と対応する 3.81THzであったが、 M










偏光角を変化させている。偏光角。は O度と 180度がs偏光、 90度がp偏光に対応している。また、プロー
ブパルスの偏光は p偏光に固定して測定を行った。 16及び78μJ/cm2それぞれの励起フルエンスにより測定










十 μJ!cm2程度以下のこれまでより 2桁以上低い励起フルエンスによって、 Ge-Sb-Te超格子薄膜中に誘起され
た相変化ダイナミクスをコヒーレントフォノン題波数の低下から明らかにした。中でも、 1ps以内という非
常に超高速で誘起された非熱的な相変化現象は、 Ge-Sb-Te系相変化記録材料を超高速光デバイスとして応用
する際には、テラヘルツ周波数でのスイッチングの可能性を示唆しており、今後の応用も含めた発展性を秘
めている。また、偏光を用いた相変化スイッチングにも当該分野における研究の独自j性があり、博士学位論
文としての価値を十分認めるものである。
平成25年2月19日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項、につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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